






















 エドムント・フッサール（1859～1938）は、1920 年代半ばから 1930 年代半ばへか
けての最晩年の約 10 年間に「実存的現象学」を展開した1。本論は、フッサリアーナ

























































および満足でもあるような或る進歩は、向上における生の進行［ein Lebensfortgang im 
Aufstieg］である。まとめれば、次のようになる。つまり、望ましい生の統一様式［der 
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